
省エネチューニング
ビ ル 設 備 の 上 手 な 運 営 ・ 管 理
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はじめに

業務用ビルのエネルギー消費量は年々増加しており、その肖」減に|よエネルギー消費量

の実態調査と設備機器 ・システムの運用がどのようになされてしヽるかの実態把握が重要

です。建物が竣工するとビルの管理者に設計意図などが説明され、その使用方法につしヽ

ての取り扱い説明などが行われます。ビルのシステムを理解し快適で安全な居住空間を

維持すること|よ大変重要なことであります。しかしこれで十分と言えるでしょうか?

運用によつて|よエネルギーをより効率よく利用でき、維持管理費の肖」減が可能となりま

す。竣工後の使用実態にあわせた運用が望まれるところです。

ここでは、業務用ビルの運用管理における省エネチューニング (調整)に つしヽて、実

例を交えてわかりやすく紹介します。

部門別最終エネルギー消費の推移

150

0 0 0 0

出典 :資源エネルギー庁 「2003年 度エネルギー需給実績」をグラフ化

目次

ン設備の省エネチューエングとは何か ? 今 なぜチューエングか ?

ンチューエングの進め方 4

DATA l 再 熱制御中止 4

DATA 2 室 温設定の変更 6

DATA 3 外 気取入量削減 7

DATA 4 冷 水二次ポンプ台数運転の適正化 8

DATA 5 換 気ファンの調整 0

議こんなにたくさんあるチューニングの項目 を0

０
０
０

ｒ

∞
Ｏ
Ｏ

ｒ

卜
。
Ｏ

ｒ
　
庁
属

ｏ
ｏ
Ｏ

ｒ
　
を
十

い
Ｏ
Ｏ

ｒ

寸
Ｏ
Ｏ

ｒ

ｅ
ｏ
ｏ

ｒ

制
Ｏ
Ｏ

ｒ

ｒ
Ｏ
Ｏ

ｒ

０
０
０

ｒ

ノ

~ ヽ
、
ヽ

/

タ
ハ か ヽ

ダ
ノ
ダ

へ メ

夕 /
ノ ▼



省エネチューエングと|よ何か?
今なぜチューエングか?
建物は竣工時、試運転調整がおこなわれ施主に引き渡

されますが、このときの調整は設計条件によるピーク

負荷を想定したもので設定されています。

たとえば、外気量は最大人員を想定した必要外気量、

空調風量は真夏のピーク冷房負荷に見台つた送風量

などです。多くの建物では竣工時の調整のままで運

転されているのではないでしょうか。言い換えれば

による運転です。

建物のもつ特性は個々により違つています。これらの

特性は竣工後、運用管理され使い込まれているうちに

徐々に明らかになってきます。

実際の使用人員、OA機 器による室内発熱など現実の

ビルの特性を把握することにより、無駄のない調整 ・

運転が見えてきます。建物の特性を把握し、これに合わ

せて自分たちに使いやすいように設備機器 ・システム

を       す ることが必要です。

省エネを主体とした自前調整

が建物の運用 ・管理に求められています。

・省エネ ・省資源の設計

・エネルギー管理用ツールの充実

・省エネ施工

・省エネ調整

醸員荷変動要因が多い

。負荷条件

・季節変動

・設備方式

・入居率

・運転時間 ・稼働率

騒建物の用途によるエネルギー消費量/項 目

別消費比率が異なる

醸生産工場と比べ設備機器稼働率 (負荷率)

が低い

騒ビルにより設備特性が異なる

幌実の設備犠機にあわ越た、

憲鶴纏譲め`懇話鶴鶴轟縄 盛ヲ麓

韓

・設計条件と使用条件の違い

。機器類選定条件と使用条件の違しヽ

・負荷変動の違しヽ

・負荷変動と機器運転の追従性

・冷房時 ・援房時の運用の違い

。温度分布

・クレーム ・トラブル

・省エネ法に準拠したエネルギー管理



チューエング調査

運転時間 ・設定温度 ・室内C02濃 度な

ど、運転データやチューエング項目な

どを利用して調査を行います。

目標項目

調査結果をもとにチューエングの目標

項目を決めます。

テナント側の要求や運転コストなども

考慮して目標を決めることも大切です。

測定 ・調整

流量計 ・電力量計 ・熱量計などを使用

して計沢」します。

かたよったデータ取得にならないよう

に測定場所を決め、沢」定日・測定箇所

などの設定は業務の支障のないように

計画します。

省エネ曇確認

チューニング前後のデータを比較して

効果を判定します。

省エネ達成

データ分析結果をもとに、省エネ達成

量の確認ができます。

チューエング以降についての状況監視・

記録は大事なことです。

エンタルピ (比エンタルピ)と は…

空気のもつ熱量のことで、k」/k9で表します。
外気エンタルピは、空調の消費熱量と密接な関係に
あることから相関図などによく用いられます。

室内の湿度を、ある目標値に安定的に維持

する変調システムとして、除湿。再熱制御 (単

に再熱制御とよぶこともあります)を 行う場

合があります。

一般のオフィスビルでは、特別の要求がな

ければ、再熱制御を中止しても環境に大きな

変動を起こしません。(過冷却分の冷水熱量と

再熱用の蒸気熱量で 5%程 度の冷凍機やボイ

ラーの消費エネルギー削減が期待できます)

再熱制御中止

図は再熟制往]を中止した某ビルの実績を示

したものです。

建物は、延床面積 80,000面 の東京近郊に

立地される高層オフイスビル (地域熱源受入)

の実績です。

■実施条件

室内状態 平成 12年度

(再熱待」御i温度26°C、湿度45%)

省エネ効果グラフに示すように、この建物

事例で|よ、約 5.50/0の地域熱源受入熱量 (冷

水十蒸気)の 節減が図れてしヽます。

また、フ月と8月 の室内環境 G目対湿度)を、

時間別頻度グラフで確認すると、目標相対湿

度 450/oに対し、再熱を中止しても 500/o程

度の状態が保たれてしヽます。

再熱制御運転を行う場合でも、外気が特に

高湿度になる入梅時期などの一時期だけです

みそうです。
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TUNING!

負荷の低減
熱源機器の
効率運転 搬送動力の節減 運用管理
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夏期除湿制御取止めに伴う省エネ効果　（平成 12～平成 14年　7～ 9月　冷水熱量 +蒸気熱量）
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除湿制御取止めによる室内湿度の変化（7月） 除湿制御取止めによる室内湿度の変化（8月）

■ 除湿有り（平成 12年）

◆ 除湿無し（平成 14年）

　 除湿制御有り（平成 12年）

　 除湿制御無し（平成 14年）

　 除湿制御有り（平成 12年）

　 除湿制御無し（平成 14年）

時
間
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）
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空調時の室温を 1℃緩和することで、

空調システムに使われている冷凍機や

ボイラーの消費エネルギーを 10%程

度肖J減できるといわれています。

この削減されるエネルギー量は、ビ

ルの用途等にもよりますが、空調時ビ

ル全体で消費されるエネルギーの 2～

3%(省 エネルギーセンター調査)に

相当します。

室温設定の変更

図|よ室温緩和を実施した某ビルの実

績を示したものです。

建物は、延床面積 100,000所 の東

京近郊に立地される高層オフィスビル

の実績です。実測データから、フ～ 9

月の熱エネルギーの約 60/oの効果が確

認されました。

■実施条件

室内状態

14年度 室 内温度26°C、湿度 50%

15年度 室 内温度 27°C、湿度 50%

実施期間

両年度とも、夏期の7/1-9/30、9:00～

18:00(土曜、日曜を除く)

室温緩和による地域熱源受入熱量の変化
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費

外気エンタルピを基準として、両年度の 1時間毎の

地域熱源受入熱■ (冷水)を 散布図に示したもの

0平 成 14年  受 入熱畳

口平成 15年  受 入熱エ

室内27°C、 50%相 当

40      50      60

外気エンタルピ (k」/kg)



チユTエ ングの進め方

冷温水 ・冷却水
設定温度
の調整

空調時に取入れられる外気の処理熱

量けま、予想以上に大態くなります。

乾球温度 32°C、相対湿度 60%の 外

気 lk9を 室内状態 (乾球温度 28°C、

相対湿度 50%)ま で冷却 ・滅湿する

熱量は、約 20k」必要となります。

もなみ庭、オフィスビルで鹸、届麓

1百 当たり6k9程 度の外気を導入して

いますので、120kど の処理熱量が空

調機負間となります。

これ は、 空調機 負荷 全 量 (約

42 0 k J /属 )の 2 9 %に 相当鯵ます。

居住人員の見直しを行い、C02濃 度が

ビル衛生管理法の基準値を超えない範

囲で外気導入量を削減することで、空

調機負荷相当の熱源機器の消費エネル

ギーを削減できます。

外気取入量削減

図は外気取入量肖」減を試行した某ビ

ルの実績を示したものです。

建物は、延床面積 40,000所 の都

内に立地される高層オフィスビルの実

績です。

空調機 25台 の外気取入量をチュー

エングにより変更して、空調機で消費

される冷水熱量 (地域熱源受入熱量)

を実沢」したものです。実測データから、

約 80/oの効果が確認されました。

Ｔ
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Σ
）
嘲
様
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獄

取入外気量削減による地域熱源受入熱量の削減効果

45      50      55      60      65      70      75      80

外気エンタルピ (k」/k9)

外気エンタルピを基準として、1時間毎の

受入れ熱量 (冷水)を 散布図に表したもの

■実施条件

外気取入量

チューエング前 70,000甫 /h

チューエング後 50,000甫 /h

実施期間

平成 15年 9月

(チューニング前後各 3日 間)

(8:00-18:00)
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■ チ ューニング後熱E



一般に、二次ポンプの台数運転は、

空調機に要求される流量 (または、流

量の関数となる送水圧力)を 検出し、

ポンプ運転の増減段が行われています。

このように自動持J御システムで織密に

運用されていますが、実際には、設定

値の調整不備や空調機の運転方法の変

更などで適切な増減段が行われていな

い場合があります。

冷水二次ポンプ

台数運転の適正化

図は、台数帝」御運転システムの流量

検出計器の設定値を調整し、最適な増

減段運転を行つた事例です。

二次側負荷の少なしヽ土曜日を除き、

月曜日から金曜日の二次側負荷がほぼ

一定の期間に設定値を調整したもので

す。月曜日には、ポンプ 3～ 4台 運転

であつたものが、最終調整の終了した

金曜日には、終日 2～ 3台 運転となつ

てしヽます。

建物は、延床面積 30,000面 の部内

に立地される高層のオフィスビルです。

結果的には、250/o程度 (調整前の

9月 30日 のデータと調整後の 10月

3日 の電力比較 )の電力肖」減が図れま

した。

■実施条件

・二 次 冷 水 ポ ン プ ]8 . 5 k W…4台 (計

74kW)

・二次側定格負荷 6,700M」/h

・試行時の負荷約3,000M」/h(45%)

・実施期間 平成 15年 9、10月

*台 数制御運転は、建物竣工後、運用

開始後に見直すことが重要です。

特に、空調機の制御弁の調節が不可

欠です。制御弁の調節により、処理さ

れる冷水の温度差が適切 (一般の空調

では 5℃ 程度 )になればポンプヘの過

大な送水要求がなくなります。

その結果、二次ポンプの適切な運転

につながり、無駄なエネルギー消費が

避けられます。

両 亨魯数逢姦適正花による電力肖」減|

二次側負荷熱量 (M」/h)
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◆調整前台数制御運転時
ボンブ動力 (9/30)
■手動適正運転時
ポンプ動力 (10/03)

冷水二次ポンプ台数運転の適正化による省エネ効果

一   |
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DATA5
   換気ファンの調整

　図は、駐車場の換気ファンの運転を

3モードで比較した事例です。

　建物は、延面積100,000㎡の東京

近郊に立地される高層オフィスビルの

実績です。

　実測データから、最大約50%の電

力削減効果が確認されました。

* グラフから平面駐車場内の環境は管

理レベル以内を保っていることがわか

ります。

■実施条件
・換気ファン（給排気）定格動力 60kW（ポー
ルチェンジにより約 30kWで運転）
モード1　18:15 起動で、1時間運転 1時
間半停止の間欠運転
モード2　8:15 起動で、11時まで連続運
転（11時停止）
モード3　8:15 起動で、30分運転 2時間
停止の間欠運転  

　駐車場の換気ファンの運転管理を見

直し、CO2 およびCOの管理上限値を

定め、その範囲で最適運転することで

大幅な電力削減を図ることが可能です。

　運転モードを調整することにより、

50%以上の電力削減も可能です。  

チューニングの進め方4

換気設備
運転時間の見直し

空調運転時間の
見直し

TUNING!

運用管理

給湯設備の
運転見直し
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駐車場換気ファン電力図

平面（平置）駐車場環境
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モード 1：日積算電力 110kWh

モード 2：日積算電力 80kWh

モード 3：日積算電力 55kWh

CO
2（
pp
m
）

CO
（
pp
m
）

積
算
電
力
（
kW
h）

時　刻
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11 月 11日㈫平置駐車場CO

11月 11日㈫平置駐車場CO2

11 月 12日㈬平置駐車場CO

11月 12日㈬平置駐車場CO2

11 月 13日㈭平置駐車場CO

11月 13日㈭平置駐車場CO2

時　刻
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ブラインドやカーテンの
有効利用

28
℃

設定温度の変更
・冷房 28℃に設定
・暖房設定温度を下げる水量チェック

→ポンプ台数制御の見直し

外気ダンパーの調整

送風量の変更

最適運転
・台数制御
・手動運転

こんなにたくさんある
チューニングの項目

空調負荷

負荷の低減

熱源設備・
ターボ・

ガス吸収式・
DHC

熱源機器の効率運転

ポンプ類空調機

搬送動力の節減

給湯設備換気設備

空調設備

運用管理
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